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〔
省

令
〕

〇
水
道
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令
（
国
土
交
通
・
環
境
一
）

〔
そ
の
他
告
示
〕

〇
特
別
と
ん
譲
与
税
法
第
一
条
第
一
項
の
市

町
村
を
指
定
す
る
等
の
件
の
一
部
を
改
正

す
る
件
（
総
務
三
四
二
）

〇
特
別
と
ん
譲
与
税
法
施
行
規
則
第
二
条
の

規
定
に
よ
る
令
和
八
年
度
分
の
特
別
と
ん

譲
与
税
の
額
の
算
定
に
用
い
る
開
港
所
在

市
町
村
ご
と
の
率
を
定
め
る
件

（
同
三
四
三
）

〇
裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
の
利
用
の
促
進
に

関
す
る
法
律
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
認
証

を
し
た
件
（
法
務
七
四
）

〇
人
材
育
成
奨
学
計
画
の
た
め
の
贈
与
等
に

関
す
る
日
本
国
政
府
と
ブ
ー
タ
ン
王
国
政

府
と
の
間
の
書
簡
の
交
換
に
関
す
る
件

（
外
務
二
八
八
）

〇
無
償
資
金
協
力
に
係
る
取
極
に
基
づ
く
贈

与
の
供
与
期
限
の
延
長
に
関
す
る
口
上
書

等
の
交
換
に
関
す
る
件
（
同
二
八
九
）

〇
人
材
育
成
奨
学
計
画
の
た
め
の
贈
与
等
に

関
す
る
日
本
国
政
府
と
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
共

和
国
政
府
と
の
間
の
書
簡
の
交
換
に
関
す

る
件
（
同
二
九
〇
）

〇
ド
ゥ
シ
ャ
ン
ベ
市
基
幹
電
力
系
統
変
電
所

建
設
計
画
の
た
め
の
贈
与
等
に
関
す
る
日

本
国
政
府
と
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
政
府

と
の
間
の
書
簡
の
交
換
に
関
す
る
件

（
同
二
九
一
）

〇
令
和
九
年
度
産
け
し
の
栽
培
区
域
及
び
栽

培
面
積
を
定
め
る
件（
厚
生
労
働
三
五
三
）

〇
令
和
九
年
度
あ
へ
ん
の
収
納
価
格
を
定
め

る
件
（
同
三
五
四
）

〇
保
安
林
の
指
定
を
す
る
件

（
農
林
水
産
一
四
三
一
〜
一
四
五
〇
）

〔
人
事
異
動
〕

内
閣

法
務
省

最
高
裁
判
所

〔
叙
位
・
叙
勲
〕

〔
皇
室
事
項
〕

〔
官
庁
報
告
〕

官
庁
事
項

国
営
香
川
用
水
事
故
防
止
事
業
計
画
の
公
告

（
農
林
水
産
省
）

国
営
斐
伊
川
沿
岸
事
故
防
止
事
業
計
画
の
公

告
（
同
）

労

働

最
低
賃
金
の
改
正
決
定
に
関
す
る
公
示

（
愛
媛
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
一
）

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に

関
す
る
法
律
第
三
十
二
条
の
五
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
適
格
都
道
府
県
セ
ン
タ
ー
の
認
定

を
受
け
た
公
益
財
団
法
人
暴
力
団
追
放
沖
縄

県
民
会
議
か
ら
代
表
者
変
更
の
届
出
が
あ
っ

た
件
（
国
家
公
安
委
告
示
配
一
二
）

〔
資

料
〕

令
和
八
年
七
月
中
国
際
収
支
状
況
（
速
報
）

（
財
務
省
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁社

会
保
険
労
務
士
懲
戒
処
分
、
建
設
業
の

許
可
の
取
消
処
分
、
無
縁
墳
墓
等
改
葬
、

登
録
政
治
資
金
監
査
人
登
録
・
登
録
抹

消
・
証
票
亡
失
関
係

裁
判
所

相
続
、
公
示
催
告
、
失
踪
、
除
権
決
定
、

破
産
、
特
別
清
算
、
再
生
、
所
有
者
不
明

関
係

会
社
そ
の
他





省

令

そ

の

他

告

示

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
は
、
こ
れ
を
削
る
。

改

正

後

改

正

前

﹇
略
﹈

﹇
同
上
﹈

山
口
県

下
関
市

山
口
県

下
関
市

﹇
略
﹈

﹇
同
上
﹈

同

玖
珂
郡
和
木
町

同

玖
珂
郡
和
木
町

﹇
削
る
﹈

同

熊
毛
郡
平
生
町

﹇
削
る
﹈

同

熊
毛
郡
田
布
施
町

徳
島
県

徳
島
市

徳
島
県

徳
島
市

﹇
略
﹈

﹇
同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

道
府
県
名

開

港

名

税

関

名

開
港
所
在
市
町
村
名

率

函
館
港

函
館
税
関

函
館
市

〇
・
九
一
二
二

北
斗
市

〇
・
〇
八
七
八

北
海
道

苫
小
牧
港

函
館
税
関
苫
小
牧
税
関
支
署

苫
小
牧
市

〇
・
七
七
一
七

勇
払
郡
厚
真
町

〇
・
二
二
八
三

石
狩
湾
港

函
館
税
関
小
樽
税
関
支
署
石
狩
出

張
所

小
樽
市

〇
・
二
六
二
一

石
狩
市

〇
・
七
三
七
九

仙
台
市

〇
・
九
一
三
九

宮
城
県

仙
台
塩

港

横
浜
税
関
仙
台
塩

税
関
支
署

塩

市

〇
・
〇
三
二
一

多
賀
城
市

〇
・
〇
二
九
〇

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町

〇
・
〇
二
五
〇

福
島
県

相
馬
港

横
浜
税
関
小
名
浜
税
関
支
署
相
馬

出
張
所

相
馬
市

〇
・
〇
三
三
五

相
馬
郡
新
地
町

〇
・
九
六
六
五

茨
城
県

常
陸
那
珂
港

横
浜
税
関
鹿
島
税
関
支
署
日
立
出

張
所

ひ
た
ち
な
か
市

〇
・
六
二
四
一

那
珂
郡
東
海
村

〇
・
三
七
五
九

鹿
島
港

横
浜
税
関
鹿
島
税
関
支
署

鹿
嶋
市

〇
・
一
〇
〇
〇

神
栖
市

〇
・
九
〇
〇
〇

横
浜
税
関
千
葉
税
関
支
署
木
更
津

出
張
所

木
更
津
市

〇
・
一
七
七
一

木
更
津
港

君
津
市

〇
・
五
七
〇
八

富
津
市

〇
・
二
五
二
一

千
葉
市

〇
・
三
四
五
二

千
葉
県

市
川
市

〇
・
〇
一
〇
八

千
葉
港

横
浜
税
関
千
葉
税
関
支
署

船
橋
市

〇
・
〇
四
五
二

習
志
野
市

〇
・
〇
〇
二
五

市
原
市

〇
・
四
二
〇
三

袖
ケ
浦
市

〇
・
一
七
六
〇

新
潟
県

新
潟
港

東
京
税
関
新
潟
税
関
支
署

新
潟
市

〇
・
五
〇
六
九

北
蒲
原
郡
聖
籠
町

〇
・
四
九
三
一

富
山
県

伏
木
富
山
港

大
阪
税
関
伏
木
税
関
支
署

高
岡
市

〇
・
二
二
四
五

射
水
市

〇
・
七
七
五
五

令和年月日 木曜日 第号官 報
〇
国
土
交
通
省

環

境

省
令
第
一
号

水
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
七
十
七
号
）
第
二
十
五
条
の
五
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
水
道
法
施
行
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
九
月
十
七
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

環
境
大
臣

石
原

宏
高

水
道
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

水
道
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
厚
生
省
令
第
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
四
備
考
２
中
「そ

の
者
の
有
す
る
国
籍

」
を
「そ

の
国
籍
等
（
住
民
基
本
台
帳
法（
昭
和
42年
法
律
第
81号
）

第
30条
の
45に
規
定
す
る
国
籍
等
を
い
う
。）

」
に
改
め
る
。

様
式
第
五
中
「
国
籍
」
を
「
国
籍
等
」
に
改
め
る
。

様
式
第
六
備
考
２
及
び
様
式
第
七
備
考
２
中
「そ

の
者
の
有
す
る
国
籍

」
を
「そ

の
国
籍
等（
住
民
基
本
台
帳
法（
昭

和
42年
法
律
第
81号
）
第
30条
の
45に
規
定
す
る
国
籍
等
を
い
う
。）

」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り

繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

〇
総
務
省
告
示
第
三
百
四
十
二
号

特
別
と
ん
譲
与
税
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
昭
和
三
十
七
年
自

治
省
告
示
第
百
十
六
号
（
特
別
と
ん
譲
与
税
法
第
一
条
第
一
項
の
市
町
村
を
指
定
す
る
等
の
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
し
、
令
和
八
年
九
月
に
譲
与
す
べ
き
特
別
と
ん
譲
与
税
か
ら
適
用
す
る
。

令
和
八
年
九
月
十
七
日

総
務
大
臣

林

芳
正

〇
総
務
省
告
示
第
三
百
四
十
三
号

特
別
と
ん
譲
与
税
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
総
理
府
令
第
二
十
一
号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
、
一
の
開
港
に

係
る
二
以
上
の
開
港
所
在
市
町
村
の
区
域
が
一
の
税
関
（
当
該
開
港
所
在
市
町
村
の
区
域
を
管
轄
区
域
と
す
る
税
関
の

支
署
若
し
く
は
出
張
所
又
は
支
署
の
出
張
所
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
税
関
の
支
署
若
し
く
は
出
張
所
又
は
支
署
の
出
張

所
と
す
る
。）の
管
轄
区
域
に
属
す
る
場
合
に
お
け
る
令
和
八
年
度
分
の
特
別
と
ん
譲
与
税
の
額
の
算
定
に
用
い
る
当
該

開
港
所
在
市
町
村
ご
と
の
率
を
次
の
と
お
り
定
め
る
。

令
和
八
年
九
月
十
七
日

総
務
大
臣

林

芳
正





三
河
港

名
古
屋
税
関
豊
橋
税
関
支
署

豊
橋
市

〇
・
七
七
八
四

田
原
市

〇
・
二
二
一
六

半
田
市

〇
・
三
〇
五
九

衣
浦
港

名
古
屋
税
関
豊
橋
税
関
支
署
衣
浦

出
張
所

碧
南
市

〇
・
四
〇
一
三

高
浜
市

〇
・
〇
六
二
六

知
多
郡
武
豊
町

〇
・
二
三
〇
二

名
古
屋
市

〇
・
四
八
五
二

東
海
市

〇
・
一
三
〇
六

名
古
屋
港

名
古
屋
税
関

知
多
市

〇
・
〇
七
九
二

弥
富
市

〇
・
一
三
五
二

海
部
郡
飛
島
村

〇
・
一
六
九
八

三
重
県

四
日
市
港

名
古
屋
税
関
四
日
市
税
関
支
署

四
日
市
市

〇
・
九
六
八
二

三
重
郡
川
越
町

〇
・
〇
三
一
八

愛
知
県

岸
和
田
市

〇
・
一
九
三
七

阪
南
港

大
阪
税
関
堺
税
関
支
署
岸
和
田
出

張
所

貝
塚
市

〇
・
〇
九
一
七

泉
佐
野
市

〇
・
七
一
四
六

大
阪
府

泉
北
郡
忠
岡
町

〇
・
〇
〇
〇
〇

堺
市

〇
・
六
二
四
一

大
阪
税
関
堺
税
関
支
署

泉
大
津
市

〇
・
二
三
八
六

高
石
市

〇
・
一
三
七
三

神
戸
税
関
尼
崎
税
関
支
署

尼
崎
市

〇
・
五
六
一
〇

西
宮
市

〇
・
四
三
九
〇

姫
路
港

神
戸
税
関
姫
路
税
関
支
署

姫
路
市

〇
・
九
九
六
七

た
つ
の
市

〇
・
〇
〇
三
三

兵
庫
県

明
石
市

〇
・
〇
〇
二
九

東
播
磨
港

神
戸
税
関
姫
路
税
関
支
署
東
播
磨

出
張
所

加
古
川
市

〇
・
七
九
七
八

高
砂
市

〇
・
〇
一
四
三

加
古
郡
播
磨
町

〇
・
一
八
五
〇

阪
神
港

和
歌
山
県

和
歌
山
下
津
港

大
阪
税
関
和
歌
山
税
関
支
署
下
津

出
張
所

海
南
市

一
・
〇
〇
〇
〇

有
田
市

〇
・
〇
〇
〇
〇

鳥
取
県

境
港

神
戸
税
関
境
税
関
支
署

境
港
市

〇
・
九
七
八
六

島
根
県

松
江
市

〇
・
〇
二
一
四

岡
山
県

福
山
港

神
戸
税
関
福
山
税
関
支
署

笠
岡
市

〇
・
〇
四
五
七

福
山
市

〇
・
九
五
四
三

三
原
市

〇
・
三
七
九
八

尾
道
糸
崎
港

神
戸
税
関
福
山
税
関
支
署
尾
道
糸

崎
出
張
所

尾
道
市

〇
・
三
三
〇
六

福
山
市

〇
・
二
八
九
六

広
島
市

〇
・
九
五
五
八

広
島
港

神
戸
税
関
広
島
税
関
支
署

廿
日
市
市

〇
・
〇
三
六
四

安
芸
郡
海
田
町

〇
・
〇
〇
一
七

安
芸
郡
坂
町

〇
・
〇
〇
六
一

広
島
県

岩
国
港

門
司
税
関
岩
国
税
関
支
署

岩
国
市

〇
・
六
九
〇
〇

山
口
県

玖
珂
郡
和
木
町

〇
・
三
一
〇
〇

宇
部
港

門
司
税
関
下
関
税
関
支
署
宇
部
出

張
所

宇
部
市

一
・
〇
〇
〇
〇

山
陽
小
野
田
市

〇
・
〇
〇
〇
〇

徳
島
県

徳
島
小
松
島
港

神
戸
税
関
小
松
島
税
関
支
署

徳
島
市

〇
・
〇
〇
三
七

小
松
島
市

〇
・
九
九
六
三

那
覇
港

那
覇
市

〇
・
九
八
八
三

浦
添
市

〇
・
〇
一
一
七

南
城
市

〇
・
〇
〇
〇
〇

中
頭
郡
中
城
村

〇
・
七
三
一
二

中
頭
郡
西
原
町

〇
・
二
六
八
八

沖
縄
市

〇
・
一
〇
二
七

金
武
中
城
港

沖
縄
地
区
税
関
沖
縄
税
関
支
署

う
る
ま
市

〇
・
六
八
四
〇

国
頭
郡
金
武
町

〇
・
二
一
三
三

沖
縄
地
区
税
関

沖
縄
県

令和年月日 木曜日 第号官 報

〇
法
務
省
告
示
第
七
十
四
号

裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）
第
五
条
の
規
定
に
基

づ
き
、
次
の
者
が
行
う
民
間
紛
争
解
決
手
続
の
業
務
の
認
証
を
し
た
の
で
、同
法
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

公
示
す
る
。

令
和
八
年
九
月
十
七
日

法
務
大
臣

平
口

洋

認
証
紛
争
解
決
事
業
者
の
名
称
及
び
住
所

株
式
会
社
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｔ

Ｌ
ｅ
ｇ
ａ
ｌ

Ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ｉ
ｃ
ｅ

東
京
都
中
央
区
八
重
洲
一
丁
目
三
番
十
八
号

認
証
年
月
日

令
和
八
年
九
月
七
日

〇
外
務
省
告
示
第
二
百
八
十
八
号

令
和
八
年
八
月
二
十
五
日
に
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
（
イ
ン
ド
）
で
、
人
材
育
成
奨
学
計
画
の
た
め
の
贈
与
等
に
関
す
る
次

の
概
要
の
書
簡
の
交
換
が
ブ
ー
タ
ン
王
国
政
府
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

１

協
力
の
目
的
及
び
内
容

人
材
育
成
奨
学
計
画
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
役
務
の
購
入

２

贈
与
等
の
限
度
額

一
億
七
千
百
万
円

３

贈
与
等
の
供
与
期
限

令
和
十
五
年
十
二
月
三
十
一
日

４

署
名
者

日

本

側

小
野
啓
一
在
ブ
ー
タ
ン
大
使
（
イ
ン
ド
に
て
兼
轄
）

ブ
ー
タ
ン
側

ヴ
ェ
ツ
ォ
プ
・
ナ
ム
ギ
ャ
ル
駐
日
ブ
ー
タ
ン
大
使
（
イ
ン
ド
に
て
兼
轄
）

令
和
八
年
九
月
十
七
日

外
務
大
臣

茂
木

敏
充





取

極

贈
与
の
供
与
期
限

の
延
長
の
た
め
の

口
上
書
等
の
交
換

の
日
付

延
長
後
の
贈
与
の

供
与
期
限

ノ
ー
ザ
ン
州
に
お
け
る
保
健
医
療
体
制
改
善
計
画
の
た
め
の
贈
与
に

関
す
る
日
本
国
政
府
と
ガ
ー
ナ
共
和
国
政
府
と
の
間
の
交
換
公
文

（
令
和
四
年
五
月
十
九
日
付
け
）

令
和
八
年
二
月
二

十
四
日

令
和
十
三
年
七
月

三
十
一
日

ア
カ
バ
税
関
治
安
対
策
強
化
計
画
の
た
め
の
贈
与
に
関
す
る
日
本
国

政
府
と
ヨ
ル
ダ
ン
・
ハ
シ
ェ
ミ
ッ
ト
王
国
政
府
と
の
間
の
交
換
公
文

（
令
和
元
年
七
月
三
十
一
日
付
け
）

令
和
八
年
二
月
二

十
六
日

令
和
九
年
六
月
三

十
日

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
お
け
る
全
球
測
位
衛
星
シ
ス
テ
ム
連
続
観
測
点

高
密
化
及
び
験
潮
所
近
代
化
計
画
の
た
め
の
贈
与
に
関
す
る
日
本
国

政
府
と
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
人
民
共
和
国
政
府
と
の
間
の
交
換
公
文

（
令
和
元
年
六
月
三
十
日
付
け
）

令
和
八
年
二
月
二

十
六
日

令
和
九
年
十
月
三

十
一
日

ア
ン
ダ
マ
ン
・
ニ
コ
バ
ル
諸
島
に
お
け
る
電
力
供
給
能
力
向
上
計
画

の
た
め
の
贈
与
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
イ
ン
ド
政
府
と
の
間
の
交

換
公
文
（
令
和
三
年
三
月
二
十
六
日
付
け
）

令
和
八
年
三
月
三

十
日

令
和
十
二
年
十
二

月
三
十
一
日

ダ
カ
ー
ル
州
配
電
網
緊
急
改
修
・
強
化
計
画
の
た
め
の
贈
与
に
関
す

る
日
本
国
政
府
と
セ
ネ
ガ
ル
共
和
国
政
府
と
の
間
の
交
換
公
文
（
平

成
二
十
九
年
十
二
月
十
三
日
付
け
）

令
和
八
年
三
月
三

十
一
日

令
和
八
年
十
二
月

三
十
一
日

第
二
次
エ
ジ
プ
ト
・
日
本
科
学
技
術
大
学
教
育
・
研
究
機
材
調
達
計

画
の
た
め
の
贈
与
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
エ
ジ
プ
ト
・
ア
ラ
ブ
共

和
国
政
府
と
の
交
換
公
文
（
平
成
二
十
九
年
十
二
月
十
八
日
付
け
）

令
和
八
年
六
月
十

一
日

令
和
九
年
五
月
三

十
一
日

ホ
ー
チ
ミ
ン
市
非
開
削
下
水
道
管
路
更
生
計
画
の
た
め
の
贈
与
に
関

す
る
日
本
国
政
府
と
ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国
政
府
と
の
間
の
交

換
公
文
（
平
成
三
十
年
五
月
三
十
一
日
付
け
）

令
和
八
年
六
月
十

一
日

令
和
十
一
年
十
二

月
三
十
一
日

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
網
整
備
計
画
の
た
め
の
贈
与
に
関
す
る

日
本
国
政
府
と
モ
ル
デ
ィ
ブ
共
和
国
政
府
と
の
間
の
交
換
公
文
（
平

成
二
十
八
年
十
月
二
十
七
日
付
け
）

令
和
八
年
六
月
二

十
九
日

令
和
十
一
年
二
月

二
十
八
日

令和年月日 木曜日 第号官 報
〇
外
務
省
告
示
第
二
百
八
十
九
号

別
表
上
欄
に
掲
げ
る
無
償
資
金
協
力
に
係
る
取
極
に
基
づ
く
贈
与
の
供
与
期
限
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
表
中
欄
の
日
に
行

わ
れ
た
口
上
書
等
の
交
換
に
よ
り
別
表
下
欄
の
日
ま
で
延
長
さ
れ
た
。

令
和
八
年
九
月
十
七
日

外
務
大
臣

茂
木

敏
充

〇
外
務
省
告
示
第
二
百
九
十
号

令
和
八
年
八
月
十
一
日
に
ド
ゥ
シ
ャ
ン
ベ
で
、
人
材
育
成
奨
学
計
画
の
た
め
の
贈
与
等
に
関
す
る
次
の
概
要
の
書
簡

の
交
換
が
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
政
府
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

１

協
力
の
目
的
及
び
内
容

人
材
育
成
奨
学
計
画
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
役
務
の
購
入

２

贈
与
等
の
限
度
額

二
億
九
千
六
百
万
円

３

贈
与
等
の
供
与
期
限

令
和
十
五
年
十
二
月
三
十
一
日

４

署
名
者

日

本

側

古
田
恵
子
在
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
大
使

タ
ジ
キ
ス
タ
ン
側

シ
ロ
ジ
ッ
デ
ィ
ン
・
ム
フ
リ
ッ
デ
ィ
ン
外
務
大
臣

令
和
八
年
九
月
十
七
日

外
務
大
臣

茂
木

敏
充

〇
外
務
省
告
示
第
二
百
九
十
一
号

令
和
八
年
八
月
十
一
日
に
ド
ゥ
シ
ャ
ン
ベ
で
、
ド
ゥ
シ
ャ
ン
ベ
市
基
幹
電
力
系
統
変
電
所
建
設
計
画
の
た
め
の
贈
与

等
に
関
す
る
次
の
概
要
の
書
簡
の
交
換
が
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
政
府
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

１

協
力
の
目
的
及
び
内
容

ド
ゥ
シ
ャ
ン
ベ
市
基
幹
電
力
系
統
変
電
所
建
設
計
画
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
生
産

物
及
び
役
務
の
購
入

２

贈
与
等
の
限
度
額

三
十
二
億
五
千
五
百
万
円

３

贈
与
等
の
供
与
期
限

令
和
十
五
年
十
二
月
三
十
一
日

４

署
名
者

日

本

側

古
田
恵
子
在
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
大
使

タ
ジ
キ
ス
タ
ン
側

シ
ロ
ジ
ッ
デ
ィ
ン
・
ム
フ
リ
ッ
デ
ィ
ン
外
務
大
臣

令
和
八
年
九
月
十
七
日

外
務
大
臣

茂
木

敏
充

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
五
十
三
号

あ
へ
ん
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
七
十
一
号
）
第
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
八
年
十
月
一
日
か
ら
令
和
九

年
九
月
三
十
日
ま
で
の
期
間
に
お
け
る
同
条
に
規
定
す
る
区
域
及
び
面
積
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
の
で
、
同
条
の
規
定

に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
八
年
九
月
十
七
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎

一

け
し
耕
作
者

栽

培

区

域

栽

培

面

積

な
し

な
し

二

甲
種
研
究
栽
培
者

栽

培

区

域

栽

培

面

積

北
海
道
名
寄
市

四
・
五
〇
ア
ー
ル

茨
城
県
つ
く
ば
市

三
・
〇
四
ア
ー
ル

東
京
都
小
平
市

一
・
五
〇
ア
ー
ル

長
崎
県
長
崎
市

〇
・
一
三
ア
ー
ル

鹿
児
島
県
熊
毛
郡
中
種
子
町

〇
・
七
五
ア
ー
ル

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
五
十
四
号

あ
へ
ん
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
七
十
一
号
）
第
三
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
国
に
納
付
さ
れ
る
あ
へ

ん
の
収
納
価
格
を
、
令
和
九
年
度
に
お
い
て
は
あ
へ
ん
に
含
有
さ
れ
る
モ
ル
ヒ
ネ
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
二
十
四
万
六

千
九
百
円
と
定
め
る
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
八
年
九
月
十
七
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
四
百
三
十
一
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
九
月
十
七
日農

林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

熊
本
県
上
益
城
郡
山
都
町
緑

川
字
小
屏
風
一
一
一
の
二
五
、
一
一
一
の
二
七
、
一
一

一
の
二
八
、
一
一
一
の
三
七
、
一
一
一
の
五
七
か
ら
一

一
一
の
五
九
ま
で
、
字
沢
津
一
二
〇
の
二

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。字

小
屏
風
一
一
一
の
二
五
・
一
一
一
の
二
七

（
以
上
二
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限

る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
熊
本
県
庁
及
び
山
都
町
役
場
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）





令和年月日 木曜日 第号官 報
〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
四
百
三
十
二
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
九
月
十
七
日農

林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

栃
木
県
那
須
郡
那
珂
川
町
富

山
字
村
土
沢
二
二
〇
三
、
二
二
〇
三
の
二
、
二
二
〇
三

の
三
、
二
二
〇
三
の
六
、
二
二
〇
三
の
九
、
二
二
〇
三

の
一
三
、
二
二
〇
四
、
二
二
〇
五
、
二
二
〇
七
、
二
二

一
〇
、
字
永
峯
二
二
三
七
、
二
二
三
八
、
字
白
石

保

二
二
四
五
、
字
糠
塚
二
二
五
七
、
二
二
六
四
、
二
二
六

九
の
一
、
二
二
七
八
、
字
平
ケ
沢
二
二
五
八
の
一
、
字

石
ケ
沢
二
二
七
九
、
二
二
九
七
の
一
、
字
片
倉
二
二
八

三
、
二
二
八
六
、
字
山
指
二
二
九
六
の
一
か
ら
二
二
九

六
の
三
ま
で
、
二
二
九
六
の
五
、
二
二
九
七
の
九
、
二

二
九
七
の
一
四
、
二
二
九
七
の
一
六
、
二
二
九
七
の
一

八
、
二
二
九
七
の
二
二
、
二
二
九
七
の
三
二
、
二
二
九

八
、
二
二
九
九
、
二
三
〇
二
の
一

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
栃

木
県
庁
及
び
那
珂
川
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
四
百
三
十
三
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
九
月
十
七
日農

林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

岡
山
県
赤
磐
市
是
里
字
花
地

ケ
乢
四
五
八
九
の
三

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
岡

山
県
庁
及
び
赤
磐
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
四
百
三
十
四
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
九
月
十
七
日農

林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

岡
山
県
新
見
市
大
佐
上
刑
部

字
荒
山
才
ノ
峠
二
二
五
八
の
三
、字
才
ノ
峠
二
三
二
五
、

二
三
二
八
、
二
三
三
四
、
二
三
三
六
、
二
三
三
八
、
二

三
三
九
、
二
三
四
〇
の
一
、
二
四
一
〇
、
字
大
サ
コ
二

三
二
九
、
二
三
三
〇
、
二
三
三
三
、字
才
峠
二
三
三
一
、

字
松
ケ
旦
二
三
三
七

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。字

才
ノ
峠
二
三
二
五
・
二
三
四
〇
の
一
（
以
上

二
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
新
見
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
四
百
三
十
五
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
九
月
十
七
日農

林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

岩
手
県
花
巻
市
大
迫
町
外
川

目
第
一
地
割
一
の
二
、
一
の
九
、
五
の
二
四
、
三
四
の

一
、
三
四
の
一
〇
、
一
二
九
の
一
、
第
一
六
地
割
九
三

の
二
二
、
一
五
一
の
三
〇

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
岩

手
県
庁
及
び
花
巻
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
四
百
三
十
六
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
九
月
十
七
日農

林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

岩
手
県
一
関
市
大
東
町
大
原

字
大
平
六
〇
の
一
二
、
字
藤
ケ
崎
九
八
の
五

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
岩

手
県
庁
及
び
一
関
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
四
百
三
十
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
九
月
十
七
日農

林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

岩
手
県
一
関
市
藤
沢
町
大
籠

字
早
坂
六
、
八
の
一
、
八
の
三
、
一
〇
の
一

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
岩

手
県
庁
及
び
一
関
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
四
百
三
十
八
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
九
月
十
七
日農

林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

岩
手
県
盛
岡
市
簗
川
第
四
地

割
一
の
一
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
第
六
地

割
二
六
の
一
、
四
五
の
四
、
四
五
の
一
八
、
六
三
の
一

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
岩
手
県
庁
及
び
盛
岡
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）





令和年月日 木曜日 第号官 報
〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
四
百
三
十
九
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
九
月
十
七
日農

林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

岡
山
県
新
見
市
坂
本
字
矢
﨏

一
一
二
八
か
ら
一
一
四
四
ま
で
、
一
一
五
三
の
一
、
一

一
五
三
の
二
、
一
一
五
四
、
一
一
五
五
、
一
一
五
七
、

一
一
五
九
、
一
一
六
〇
、
一
一
六
四
の
一
、
一
一
六
四

の
二
、
字
大
峠
一
一
五
六
、
一
一
五
八

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。字

矢
﨏
一
一
二
八
・
一
一
六
四
の
一
（
以
上
二

筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
新
見
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
四
百
四
十
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
九
月
十
七
日農

林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

静
岡
県
浜
松
市
天
竜
区
春
野

町
田
河
内
字
大
ナ
コ
リ
五
〇
七

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
静

岡
県
庁
及
び
浜
松
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
四
百
四
十
一
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
九
月
十
七
日農

林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

静
岡
県
浜
松
市
天
竜
区
春
野

町
宮
川
字
三
ツ
沢
奥
ヨ
リ
峠
迠
一
一
一
七
の
二
、
一
一

一
七
の
八

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
静

岡
県
庁
及
び
浜
松
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
四
百
四
十
二
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
九
月
十
七
日農

林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

岡
山
県
加
賀
郡
吉
備
中
央
町

上
田
東
字
ハ
チ
ガ
ハ
ナ
二
三
九
一
の
九
、
二
三
九
一
の

一
七

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
岡

山
県
庁
及
び
吉
備
中
央
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供

す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
四
百
四
十
三
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
九
月
十
七
日農

林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

宮
崎
県
都
城
市
美
川
町
七
〇

六
の
六
四
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
崎
県
庁
及
び
都
城
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
四
百
四
十
四
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
九
月
十
七
日農

林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

宮
崎
県
延
岡
市
熊
野
江
町
八

三
五
の
二
、
八
三
六
の
一
、
八
三
六
の
二
、
八
三
六
の

六
、
八
三
六
の
七
、
八
四
〇
の
一
、
八
六
三
の
二

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
宮

崎
県
庁
及
び
延
岡
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
四
百
四
十
五
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
九
月
十
七
日農

林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

宮
崎
県
延
岡
市
北
浦
町
三
川

内
字
郷
ケ
水
流
一
三
四
五
、
一
三
四
九

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
宮

崎
県
庁
及
び
延
岡
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
四
百
四
十
六
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
九
月
十
七
日農

林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

宮
崎
県
西
臼
杵
郡
日
之
影
町

大
字
七
折
字
南
一
〇
九
八
一
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に

限
る
。）、
一
〇
九
八
三
の
一

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
崎
県
庁
及
び
日
之
影
町
役
場

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）





人
事
異
動

令和年月日 木曜日 第号官 報
〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
四
百
四
十
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
九
月
十
七
日農

林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

宮
崎
県
延
岡
市
宮
長
町
一
〇

七
の
三
〇
、
一
〇
七
の
三
二
、
一
〇
七
の
三
三

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
そ
の
他
特
別
の
場
合
の
伐
採
に
係
る
も
の

は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
宮

崎
県
庁
及
び
延
岡
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
四
百
四
十
八
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
九
月
十
七
日農

林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

宮
崎
県
都
城
市
夏
尾
町
六
六

二
二
の
一
八
、
六
六
三
〇
の
一

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。夏

尾
町
六
六
二
二
の
一
八
・
六
六
三
〇
の
一

（
以
上
二
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限

る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
崎
県
庁
及
び
都
城
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
四
百
四
十
九
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
九
月
十
七
日農

林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

宮
崎
県
東
臼
杵
郡
美
郷
町
南

郷
上
渡
川
字
下
古
園
二
四
一
二
の
一
・
二
四
一
二
の
四

（
以
上
二
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、

二
三
七
九
、
二
三
八
〇
、
二
四
〇
九
、二
四
一
一
の
一
、

二
四
一
二
の
二
、
二
四
一
二
の
五
、
二
四
一
三
の
一
、

二
四
七
八
の
一
、
字
小
野
々
原
三
一
四
三
の
一
一
、
三

一
四
三
の
一
五
、
三
一
四
三
の
一
七
、
三
一
四
三
の
三

六
、
三
一
四
三
の
三
七
、
三
一
七
七
、三
一
八
九
の
一
、

三
一
八
九
の
二
、
三
一
八
九
の
四
、
三
一
八
九
の
七
、

三
一
八
九
の
八
、
三
一
九
〇
の
一
、
字
橋
野
原
三
一
一

一
の
二
、
三
一
一
一
の
二
〇
、
三
一
一
四
の
一
、
三
一

一
四
の
二
、
三
一
一
四
の
四
、
三
一
一
五
の
一
、
三
一

一
七
の
一
、
三
一
一
九
の
一
、
三
一
一
九
の
三
、
三
一

二
一
、
三
一
二
二
の
二
、
三
一
二
五
、三
一
二
六
の
一
、

三
一
二
六
の
二
、
三
一
三
一
の
一

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
崎
県
庁
及
び
美
郷
町
役
場
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
四
百
五
十
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
九
月
十
七
日農

林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

宮
崎
県
東
臼
杵
郡
美
郷
町
南

郷
上
渡
川
字
橋
野
原
三
〇
一
四
の
二
、三
〇
一
五
の
一
、

三
〇
六
三

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
宮

崎
県
庁
及
び
美
郷
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

内

閣

〇
厚
生
労
働
大
臣
臨
時
代
理
解
職

国
務
大
臣

鈴
木

憲
和

厚
生
労
働
大
臣
上
野
賢
一
郎
帰
朝
に
つ
き
内
閣
法
第
十
条

の
規
定
に
よ
る
臨
時
に
厚
生
労
働
大
臣
の
職
務
を
行
う
国

務
大
臣
と
し
て
の
指
定
を
解
く
（
九
月
十
二
日
）

法

務

省

次
長
検
事

新
河

隆
志

法
制
審
議
会
委
員
に
併
任
す
る

安
倍

嘉
一

池
田

悠

石
田

信
平

板
垣

勝
彦

今
津

幸
子

大
江

裕
幸

太
田

晃
詳

大
槻

文
俊

小
田

勇
一

金
子

敏
哉

神
前

禎

北
島

典
子

金

春

小
舟

賢

齊
藤

高
広

齊
藤

正
彰

齊
藤

愛

志
甫

治
宣

瀬
戸
口
壯
夫

滝
澤
紗
矢
子

田
中

孝
男

玉
蟲

由
樹

道
垣
内
正
人

中
村

新

西
部

俊
宏

橋
本

陽
子

蓮
井

俊
治

本
庄

淳
志

松
下

祐
記

皆
川

宏
之

矢
部

耕
三

山
崎

友
也

山
下

昇

山
根

崇
邦

吉
池

信
也

判
事
兼
簡
易
裁
判
所
判
事

佐
藤

政
達

令
和
八
年
司
法
試
験
予
備
試
験
考
査
委
員
に
任
命
す
る

任
期
は
令
和
八
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る（
各
通
）

池
亀

尚
之

伊
藤

栄
寿

井
上

健
一

岡
田

健
一

北
井

歩

黒
川

由
子

小
林

俊
明

佐
藤

重
憲

佐
藤

拓
磨

鎮
目

征
樹

鈴
木

敦
士

鈴
木

雅
之

髙
木
加
奈
子

髙
津

尚
美

野
口

徹
晴

濵
﨑

録

原
口

伸
夫

原
田

剛

堀
田

周
吾

堀

清
史

松
井

和
彦

松
澤

伸

緑

大
輔

渡
邉

弘

令
和
八
年
司
法
試
験
予
備
試
験
考
査
委
員
に
任
命
す
る

任
期
は
令
和
九
年
二
月
二
十
八
日
ま
で
と
す
る
（
各
通
）

検
事

佐
藤

友
弥

同

筒
井

督
雄

検
事
兼
法
務
教
官

有
吉

成
美

検
事
兼
法
務
事
務
官

日
下
部
祥
史

令
和
八
年
司
法
試
験
予
備
試
験
考
査
委
員
に
併
任
す
る

併
任
の
期
間
は
令
和
八
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る

（
各
通
）検

事

青
野

卓
也

同

秋
葉

肇

同

荒
井

徹
伊

同

今
井

誠

同

緒
方

陽
子

同

川
下

由
紀

同

栗
木

傑

同

佐
藤
し
ず
ほ

同

杉
本

尚
子

同

高
橋

浩
美

同

田
中

千
尋

同

玉
本

将
之

同

早
渕

宏
毅

同

松
本

麗

検
事
兼
法
務
事
務
官

池
田

美
穂

同

加
藤

邦
太

同

倉

龍
輔

同

髙
木

晶
大

令
和
八
年
司
法
試
験
予
備
試
験
考
査
委
員
に
併
任
す
る

併
任
の
期
間
は
令
和
九
年
二
月
二
十
八
日
ま
で
と
す
る

（
各
通
）検

事

浅
葉

義
浩

令
和
八
年
司
法
試
験
考
査
委
員
に
併
任
す
る

併
任
の
期
間
は
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る

令
和
八
年
司
法
試
験
予
備
試
験
考
査
委
員
に
併
任
す
る

併
任
の
期
間
は
令
和
九
年
二
月
二
十
八
日
ま
で
と
す
る

（
以
上
九
月
十
四
日
）

（
東
京
地
方
検
察
庁
検
事
兼
法
務
総

合
研
究
所
教
官
）
検
事
兼
法
務
教

官

奥

大
樹

法
務
教
官
（
法
務
総
合
研
究
所
教
官
）
の
併
任
を
解
除
す

る
（
九
月
十
五
日
）





叙
位
・
叙
勲

皇
室
事
項

官
庁
報
告

令和年月日 木曜日 第号官 報

最
高
裁
判
所

横
浜
地
方
裁
判
所
判
事
・
横
浜
簡

易
裁
判
所
判
事

寺
澤
真
由
美

東
京
高
等
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

東
京
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

東
京
高
等
裁
判
所
判
事
・
東
京
簡

易
裁
判
所
判
事

野
村

賢

横
浜
地
方
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

部
の
事
務
を
総
括
す
る
者
に
指
名
す
る

横
浜
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る
（
以
上
九
月
十
一
日
）

さ
い
た
ま
地
方
裁
判
所
判
事
兼
さ

い
た
ま
家
庭
裁
判
所
判
事
・
越
谷

簡
易
裁
判
所
判
事

本
間
明
日
香

千
葉
地
方
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

兼
ね
て
千
葉
家
庭
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

千
葉
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る
（
九
月
十
二
日
）

〇
叙
位

本
田

雅
夫

正
五
位
に
叙
す
る

阿
曽

邦
夫

長
田

士
郎

坂

光
正

富
田

修
蔵

仲
里

元
宏

龍
門

賢
治

正
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

小
田

三
男

佐
藤

克
裕

志
村

征
夫

菅
井

勝

高
橋
喜
代
晴

高
橋

精
一

橋
本

謙
治

谷
々

兼
慶

吉
川

義
治

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）渋

谷

誠

村
上

行
男

正
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

齊
藤

靖
造

従
七
位
に
叙
す
る
（
以
上
八
月
十
日
）

泥
谷

久
夫

正
五
位
に
叙
す
る

阿
部

民
男

安
藤

憲
章

京
屋

陽
一

神
野

妙
路

田
中

誠
悦

西
村

次
郎

正
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

川
越

義
盛

児
玉

隆

宗
前

信
夫

高
松

憲
子

武
内

寛

西
森

嘉
人

春
野

哲
朗

山
下
秀
太
郎

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

相
馬

秀
夫

竹
村
晃
一
郎

増
本

晃
敏

正
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

増
子

和
也

美
作

博

森
園

裕
榮

従
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）（
以
上
八
月
十
一
日
）

川
野
邊

敏

登
坂

秀

従
四
位
に
叙
す
る
（
各
通
）佐

野

誠

田
中

芳
輝

松
山

正
己

宮
本

勝
仙

従
五
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

遠
藤

毅

畑
島

繁
則

渡
邊

猶

正
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

市
村

慎
一

小
原

康
裕

川
端

維

佐
伯

佳
彦

佐
野

淳
彌

永
井
光
太
郎

長
谷
川
安
男

星

悦
男

吉
野

台
二

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）伊

藤

健
一

明

晃

正
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）井

上

貢

内
山

良
二

楳
田

悟

田
口

和
禧

従
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）（
以
上
八
月
十
二
日
）

安
部

弘
行

従
六
位
に
叙
す
る
（
八
月
十
三
日
）

金
原

陸
夫

正
五
位
に
叙
す
る
（
八
月
十
四
日
）

〇
叙
勲

平
澤

敏
宏

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
八
月
十
日
）

上
坂

久
則

小
熊
與
太
郎

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
八
月
十
二
日
）

本
田

雅
夫

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る

長
田

士
郎

坂

光
正

渋
谷

誠

富
田

修
蔵

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

齊
藤

靖
造

佐
藤

克
裕

長
尾

昇

橋
本

謙
治

山
下

洋
生

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
八
月
十
日
）

泥
谷

久
夫

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る

高
松

憲
子

田
中

誠
悦

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

武
内

寛

増
子

和
也

森
園

裕
榮

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
八
月
十
一
日
）

佐
野

誠

田
中

芳
輝

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る
（
各
通
）

伊
藤

健
一

遠
藤

毅

小
原

康
裕

佐
伯

佳
彦

永
井
光
太
郎

長
谷
川
安
男

畑
島

繁
則

明

晃

渡
邊

猶

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

井
上

貢

内
山

良
二

楳
田

悟

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
八
月
十
二
日
）

信
任
状
捧
呈
式

九
月
十
四
日
午
前
十
時
三
十
分
、
宮
中
に
お
い
て
、
新

任
本
邦
駐
在
マ
レ
ー
シ
ア
特
命
全
権
大
使
ア
ハ
マ
ド
・
ロ

ジ
ア
ン
・
ビ
ン
・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
ガ
ニ
の
信
任
状
捧
呈
式

を
行
わ
れ
た
。

九
月
十
四
日
午
前
十
一
時
、
宮
中
に
お
い
て
、
新
任
本

邦
駐
在
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
特
命
全
権
大
使
キ
ャ
ロ
リ

ン
・
ジ
ェ
ー
ン
・
ウ
ェ
ザ
オ
ー
ル
・
シ
ュ
ワ
ル
ガ
ー
の
信

任
状
捧
呈
式
を
行
わ
れ
た
。

御
答
信

天
皇
陛
下
か
ら
八
月
二
十
八
日
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ

ゴ
大
統
領
閣
下
へ
発
せ
ら
れ
た
御
祝
電
に
対
し
、
九
月
三

日
御
答
信
が
あ
っ
た
。

御
答
電

天
皇
陛
下
か
ら
七
月
十
四
日
ブ
ル
ネ
イ
国
王
陛
下
へ
発

せ
ら
れ
た
御
祝
電
に
対
し
、
八
月
十
九
日
御
答
電
が
あ
っ

た
。天

皇
陛
下
か
ら
七
月
二
十
二
日
エ
ジ
プ
ト
大
統
領
閣
下

へ
発
せ
ら
れ
た
御
祝
電
に
対
し
、
八
月
十
九
日
御
答
電
が

あ
っ
た
。

天
皇
陛
下
か
ら
八
月
六
日
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
大
統
領

閣
下
へ
発
せ
ら
れ
た
御
祝
電
に
対
し
、
八
月
二
十
五
日
御

答
電
が
あ
っ
た
。

天
皇
陛
下
か
ら
六
月
九
日
ポ
ル
ト
ガ
ル
大
統
領
閣
下
へ

発
せ
ら
れ
た
御
祝
電
に
対
し
、
九
月
三
日
御
答
電
が
あ
っ

た
。

官
庁
事
項

国
営
斐
伊
川
沿
岸
事
故
防
止
事
業
計
画
の
公
告

土
地
改
良
法
（
昭
和
24年

法
律
第
195号

）
第
87条

の
４
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
国
営
斐
伊
川
沿
岸
土
地
改

良
事
業
（
事
故
防
止
）
に
つ
き
緊
急
防
災
等
工
事
計
画
を

定
め
た
の
で
、
同
条
第
４
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

87条
第
５
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
告
し
、
当
該
緊
急
防
災

等
工
事
計
画
書
の
写
し
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
こ
の
緊
急
防
災
等
工
事
計
画
に
つ
い
て
は
、
縦

覧
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
15日
以
内
に
農

林
水
産
大
臣
に
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
こ
の
緊
急
防
災
等
工
事
計
画
に
つ
い
て
は
、
上

記
の
審
査
請
求
の
ほ
か
、
こ
の
緊
急
防
災
等
工
事
計
画
が

定
め
ら
れ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６

か
月
以
内
に
、
国
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
国
を

代
表
す
る
者
は
法
務
大
臣
と
な
る
。）、
緊
急
防
災
等
工
事

計
画
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

令
和
８
年
９
月
17
日農
林
水
産
大
臣
鈴
木
憲
和

１
縦
覧
に
供
す
べ
き
書
類
の
名
称

国
営
斐
伊
川
沿
岸
事
故
防
止
事
業
計
画
書
（
緊
急
防

災
等
工
事
計
画
書
）
の
写
し

２
縦
覧
期
間

令
和
８
年
９
月
17日
か
ら
令
和
８
年
10月
８
日
ま
で

３
縦
覧
場
所

農
林
水
産
省
中
国
四
国
農
政
局
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

国
営
香
川
用
水
事
故
防
止
事
業
計
画
の
公
告

土
地
改
良
法
（
昭
和
24年

法
律
第
195号

）
第
87条

の
４
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
国
営
香
川
用
水
土
地
改
良

事
業
（
事
故
防
止
）
に
つ
き
緊
急
防
災
等
工
事
計
画
を
定

め
た
の
で
、
同
条
第
４
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
87

条
第
５
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
告
し
、
当
該
緊
急
防
災
等

工
事
計
画
書
の
写
し
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
こ
の
緊
急
防
災
等
工
事
計
画
に
つ
い
て
は
、
縦

覧
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
15日
以
内
に
農

林
水
産
大
臣
に
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
こ
の
緊
急
防
災
等
工
事
計
画
に
つ
い
て
は
、
上

記
の
審
査
請
求
の
ほ
か
、
こ
の
緊
急
防
災
等
工
事
計
画
が

定
め
ら
れ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６

か
月
以
内
に
、
国
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
国
を

代
表
す
る
者
は
法
務
大
臣
と
な
る
。）、
緊
急
防
災
等
工
事

計
画
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

令
和
８
年
９
月
17
日農
林
水
産
大
臣
鈴
木
憲
和

１
縦
覧
に
供
す
べ
き
書
類
の
名
称

国
営
香
川
用
水
事
故
防
止
事
業
計
画
書
（
緊
急
防
災

等
工
事
計
画
書
）
の
写
し

２
縦
覧
期
間

令
和
８
年
９
月
17日
か
ら
令
和
８
年
10月
８
日
ま
で

３
縦
覧
場
所

農
林
水
産
省
中
国
四
国
農
政
局
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
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号
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報

労 働

最低賃金の改正決定に関する公示
愛媛労働局最低賃金公示第１号
最低賃金法（昭和34年法律第137号）第12条の

規定に基づき、愛媛県最低賃金（昭和55年愛媛労
働基準局最低賃金公示第５号）の一部を次のよう
に改正する決定をしたので、同法第14条第１項の
規定により公示する。
令和８年９月 17 日

愛媛労働局長 丹羽 啓達
第４号中「１時間1033円」を「１時間1093円」
に改める。

附 則
この決定は、令和８年11月１日から効力を生ず
る。

令和８年７月中国際収支状況（速報）
財 務 省
(単位：億円、％)

項 目 ７ 月 前 月 前 年 同 月
貿 易 ・ サ ー ビ ス 収 支 －9128 －3637 －9588
(対 前 年 同 月 比) ( －48) ( ) ( －26)
貿 易 収 支 －3999 －1352 －1877
(対 前 年 同 月 比) ( 1130) ( ) ( －516)
輸 出 112561 104801 90695
(対 前 年 同 月 比) ( 241) ( 163) ( －57)
輸 入 116560 106153 92572
(対 前 年 同 月 比) ( 259) ( 243) ( －75)
サ ー ビ ス 収 支 －5129 －2285 －7711
(対 前 年 同 月 比) ( －335) ( 423) ( 294)
第 一 次 所 得 収 支 42896 3801 40539
(対 前 年 同 月 比) ( 58) ( －737) ( －165)
第 二 次 所 得 収 支 －3879 －1086 －5089
(対 前 年 同 月 比) ( －238) ( －769) ( 698)
経 常 収 支 29889 －923 25863
(対 前 年 同 月 比) ( 156) ( ─) ( －276)
資 本 移 転 等 収 支 －186 －4630 －162

直 接 投 資 26213 15696 9630
証 券 投 資 －6753 89329 －30392
金 融 派 生 商 品 －394 22061 5878
そ の 他 投 資 －5204 －120298 28279
外 貨 準 備 3764 2871 2542

金 融 収 支 17626 9658 15938
誤 差 脱 漏 －12077 15211 －9763
（備考） 四捨五入のため、合計に合わないことがある。

 金融収支の符号は、＋は純資産（資産－負債）の増加、－は同減少を示す。

諸 事 項

建設業の許可の取消処分の公告
建設業法（昭和24年法律第100号）第29条第１

項の規定による処分をしたので、同法第29条の５
第１項の規定に基づき、次のとおり公告する。
令和８年９月 17 日

東北地方整備局長 小島 優
１ 処分をした年月日 令和８年８月27日
２ 被処分者の商号、代表者の氏名、主たる営業
所の所在地及び許可番号 幸栄建設株式会社
佐藤 信勝 山形県東根市宮崎五丁目１番37号
国土交通大臣許可（特05）第28789号

３ 処分の内容 建設業法第29条第１項に基づく
許可の取消し（造園工事業に関する特定建設業
の許可）
４ 処分の原因となった事実 令和８年８月27日
付けで建設業法第12条（第17条において準用す
る場合を含む。）の規定による廃業の届出があ
り、このことが同法第29条第１項第５号に該当
する。

登 録 政 治 資 金 監 査 人 登 録 公 告

政 治 資 金 規 正 法 （ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 百 九 十 四 号 ） 第 十 九 条 の 二 十 四 の 規 定 に 基 づ き 、 登 録 政 治 資

金 監 査 人 名 簿 に 登 録 し た 者 を 次 の と お り 公 告 す る 。

令 和 八 年 九 月 十 七 日 政 治 資 金 適 正 化 委 員 会 委 員 長 野 々 上 尚

登 録 番 号 登 録 年 月 日 氏 名

六 四 三 四 八 、 八 、 一 四 井 幸 治

六 四 三 五 八 、 八 、 一 四 山 田 稔

六 四 三 六 八 、 八 、 一 四 服 部 祐 治

六 四 三 七 八 、 八 、 一 四 鈴 木 恵

六 四 三 八 八 、 八 、 一 四 吉 田 正 嗣

六 四 三 九 八 、 八 、 一 四 山 下 忠 義
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六 四 四 〇 八 、 八 、 一 四 吉 田 正 己

六 四 四 一 八 、 八 、 一 四 山 田 新

六 四 四 二 八 、 八 、 一 四 柏 木 皓 太

六 四 四 三 八 、 八 、 一 四 佐 々 木 崇 成

六 四 四 四 八 、 八 、 一 四 塩 澤 寛 輝

六 四 四 五 八 、 八 、 一 四 結 城 良 太

六 四 四 六 八 、 八 、 二 八 松 井 健

六 四 四 七 八 、 八 、 二 八 外 川 和 希

登 録 政 治 資 金 監 査 人 登 録 抹 消 公 告

政 治 資 金 規 正 法 （ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 百 九 十 四 号 ） 第 十 九 条 の 二 十 四 の 規 定 に 基 づ き 、 登 録 政 治 資

金 監 査 人 の 登 録 を 抹 消 し た 者 を 次 の と お り 公 告 す る 。

令 和 八 年 九 月 十 七 日 政 治 資 金 適 正 化 委 員 会 委 員 長 野 々 上 尚

登 録 番 号 氏 名 抹 消 年 月 日 抹 消 事 由

二 七 二 一 久 保 田 昌 人 八 、 八 、 二 八 本 人 か ら の 申 請

三 五 四 四 長 谷 川 次 郎 八 、 八 、 一 四 本 人 か ら の 申 請

三 五 七 二 内 川 清 雄 八 、 八 、 一 四 本 人 か ら の 申 請

五 六 六 二 五 ノ 井 學 八 、 八 、 一 四 本 人 か ら の 申 請

登 録 政 治 資 金 監 査 人 証 票 亡 失 公 告

政 治 資 金 規 正 法 施 行 規 則 （ 昭 和 五 十 年 自 治 省 令 第 十 七 号 ） 第 二 十 九 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ き 、 登 録

政 治 資 金 監 査 人 証 票 を 亡 失 し た 旨 の 書 面 の 提 出 が あ っ た の で 、 次 の と お り 公 告 す る 。

令 和 八 年 九 月 十 七 日 政 治 資 金 適 正 化 委 員 会 委 員 長 野 々 上 尚

登 録 番 号 氏 名 登 録 政 治 資 金 監

査 人 証 票 の 番 号 亡 失 年 月 日

五 三 八 九 今 井 宏 昌 六 七 六 八 八 、 七 、 二 四

相続財産清算人の選任及び相
続権主張の催告
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公 示 催 告

失踪に関する届出の催告

失 踪 宣 告
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破産手続開始及び免責許可申
立てに関する意見申述期間
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破産手続開始・破産手続廃止
及び免責許可申立てに関する
意見申述期間
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破産管財人変更
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書面による計算報告 特別清算開始

令和８年（ヒ）第２号
埼玉県比企郡嵐山町大字平澤２０９２番地
清算株式会社 株式会社ＤＤＹＤ
代表清算人 渡邊裕晃
１ 決定年月日 令和８年９月２日
２ 主文 清算株式会社につき特別清算の開始を
命ずる。

さいたま地方裁判所熊谷支部
令和８年（ヒ）第７号
埼玉県所沢市大字松郷７４番地の１４
清算株式会社 株式会社エヌ・ワイ・アパレ

ル
代表清算人 根本静江
１ 決定年月日 令和８年９月３日
２ 主文 清算株式会社につき特別清算の開始を
命ずる。

さいたま地方裁判所川越支部

特別清算協定認可

令和８年（ヒ）第２号
和歌山県田辺市古尾１１番２９号
清算株式会社 株式会社西照
代表清算人 芝 邦浩
１ 決定年月日 令和８年９月２日
２ 主文 次の協定を認可する。

協定
第１ 通則
本協定の対象となる協定債権者は、別表「債
権者一覧表」の「債権者名」記載のとおりで
あり、協定債権は、別表「債権額一覧表」記
載の元金及び利息・損害金債権並びに同債権
のうち元金に対する令和８年５月１２日以降
の利息・損害金債権の全額とする。
第２ 共益的債権及び優先債権
特別清算の手続のために清算株式会社に対
して生じた債権及び特別清算の手続に関する
清算株式会社に対する費用請求権等の共益的
債権、租税その他国税徴収法又はその例によ
り徴収することができる請求権並びに一般の
先取特権その他一般の優先権がある債権は、
随時全額弁済する。

第３ 協定債権の弁済及び権利の変更
１ 本協定に基づく弁済は行わない。
２ 清算株式会社は、協定債権者全員から、
協定債権について、本協定の認可決定確定
時に全額の免除を受ける。
３ 清算株式会社に新たな財産が発見され、
第２記載の請求権等に対する弁済後に残金
が生じた場合、協定債権に対して按分して
弁済する（按分計算の結果生じる１円未満
の金額は切り捨てるものとする。）。この場
合、当該弁済額の範囲で前項の免除は遡及
的に効力を失うものとする。
（別紙省略）

和歌山地方裁判所田辺支部
小規模個人再生による再生手
続開始
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小規模個人再生による書面決
議に付する決定
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小規模個人再生による再生手
続廃止

給与所得者等再生による再生
手続開始

給与所得者等再生による再生
計画案についての意見聴取

給与所得者等再生による再生
計画認可

所有者不明土地及び建物管理
命令に関する異議の催告
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所有者不明土地管理命令に関
する異議の催告

所有者不明建物管理命令に関
する異議の催告

会 社 そ の 他 の 公 告

新 設 分 割 公 告

当 社 は 、 新 設 分 割 に よ り 新 設 す る 株 式 会 社 Ｌ Ｏ

Ｈ Ａ Ｓ Ｕ Ｉ （ 住 所 東 京 都 港 区 港 南 一 丁 目 九 番 三 六

号 ） に 対 し て 当 社 の 営 む ウ ォ ー タ ー サ ー バ ー 事 業

に 関 す る 権 利 義 務 を 承 継 さ せ る こ と に い た し ま し

た 。
こ の 会 社 分 割 に 異 議 の あ る 債 権 者 は 、 本 公 告 掲

載 の 翌 日 か ら 一 箇 月 以 内 に お 申 し 出 下 さ い 。

な お 、 最 終 貸 借 対 照 表 の 開 示 状 況 は 次 の と お り

で す 。
掲 載 官 報

掲 載 の 日 付 令 和 八 年 八 月 二 十 六 日

掲 載 頁 五 十 四 頁 （ 号 外 第 一 九 〇 号 ）

令 和 八 年 九 月 十 七 日

東 京 都 渋 谷 区 広 尾 一 一 三 九

株 式 会 社 Ｌ Ｏ Ｈ Ａ Ｓ Ｔ Ｙ Ｌ Ｅ

代 表 取 締 役 綱 藤 芳 信

組 織 変 更 公 告

当 社 は 、 株 式 会 社 に 組 織 変 更 す る こ と に い た し

ま し た 。

組 織 変 更 後 の 商 号 は 株 式 会 社 南 谷 ホ ー ル デ ィ ン

グ ス と し ま す 。

効 力 発 生 日 は 令 和 八 年 十 月 二 十 五 日 で あ り 、 当

社 の 総 社 員 の 同 意 の 取 得 は 令 和 八 年 九 月 十 日 に 終

了 し て お り ま す 。

こ の 組 織 変 更 に 異 議 の あ る 債 権 者 は 、 本 公 告 掲

載 の 翌 日 か ら 一 箇 月 以 内 に お 申 し 出 下 さ い 。

令 和 八 年 九 月 十 七 日

大 阪 府 枚 方 市 長 尾 東 町 一 丁 目 四 三 番 一 〇 号

合 同 会 社 南 谷 ホ ー ル デ ィ ン グ ス

代 表 社 員 南 谷 洋 志




正

誤

ペ
ー
ジ
段

行

誤

正

（
原
稿
誤
り
）

二
下
率
の
欄

終
り
か
ら
一
五
〇
・
二
八
六
二

〇
・
二
八
四
八

〃
〃
〃
一
四
〇
・
七
一
三
八

〇
・
七
一
五
二

（
原
稿
誤
り
）

三
下
率
の
欄

終
り
か
ら
一
五
〇
・
二
〇
四
二

〇
・
二
〇
五
六

〃
〃
〃
一
四
〇
・
七
九
五
八

〇
・
七
九
四
四

令和年月日 木曜日 第号官 報
組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
九
月
十
七
日

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
前
三
丁
目
二
六
番
一
号

合
資
会
社
ツ
ル
ガ

代
表
社
員

靏
我

敏
彦

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
九
月
十
七
日

沖
縄
県
宜
野
湾
市
野
嵩
一
丁
目
一
九
番
一
号

合
同
会
社
じ
ょ
り
ー
レ
ン
タ

代
表
社
員

新
城

健
介

効
力
発
生
日
変
更
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
一
日
予
定
の
吸
収
合
併
の
効

力
発
生
日
を
令
和
九
年
十
月
一
日
に
変
更
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

令
和
八
年
九
月
十
七
日

熊
本
県
八
代
市
日
置
町
六
三
三
番
地

日
本
製
紙
八
代
紙
工
株
式
会
社

代
表
取
締
役

池
内

亨

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
千
万
円
減
少
す
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
九
月
十
七
日

大
阪
府
箕
面
市
粟
生
間
谷
東
一
丁
目
三
二
番
二
〇
号

有
限
会
社
ト
ッ
プ
ス

代
表
取
締
役

政
倉
健
太
郎

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
二
日
付
で
株
券
を
発
行
す
る

旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
九
月
十
七
日

千
葉
県
千
葉
市
中
央
区
都
町
二
丁
目
二
八
番
三
号

倖
生
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

佐
藤

敦
子

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
二
日
付
で
株
券
を
発
行
す
る

旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
九
月
十
七
日

富
山
県
砺
波
市
権
正
寺
六
番
地
の
一

株
式
会
社
ヨ
シ
建
築

代
表
取
締
役

坂
林

義
信

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
一
月
六
日
付
で
株
券
を
発
行
す

る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
九
月
十
七
日

兵
庫
県
姫
路
市
神
屋
町
六
丁
目
六
五
番
地

山
陽
種
苗
株
式
会
社

代
表
取
締
役

古
川

博
之

外
国
会
社
の
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
の
退
任
公
告

当
社
の
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
で
あ
る
塚
原
順

が
退
任
す
る
こ
と
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
九
月
十
七
日

東
京
都
大
田
区
西
糀
谷
二
丁
目
二
七
番
一
八
号
慈

恵
ハ
イ
ツ
一
〇
一

江
蘇
鼎
智
智
能
控
制
科
技
股
份
有
限
公
司

日
本
に
お
け
る
代
表
者

塚
原

順

第
二
種
金
融
商
品
取
引
業
の
廃
止
の
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
一
月
三
十
日
を
も
っ
て
第
二
種

金
融
商
品
取
引
業
を
廃
止
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

金
融
商
品
取
引
法
第
五
十
条
の
二
第
八
項
に
規
定
す
る

顧
客
取
引
の
結
了
の
方
法
並
び
に
第
二
種
金
融
商
品
取
引

業
に
関
し
顧
客
か
ら
預
託
を
受
け
た
財
産
及
び
そ
の
計
算

に
お
い
て
当
社
が
占
有
す
る
財
産
の
返
還
の
方
法
に
つ
き

ま
し
て
は
、
結
了
が
必
要
な
顧
客
取
引
及
び
返
還
を
必
要

と
す
る
顧
客
財
産
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

以
上
、
金
融
商
品
取
引
法
第
五
十
条
の
二
第
六
項
の
規

定
に
よ
り
公
告
い
た
し
ま
す
。

令
和
八
年
九
月
十
七
日

東
京
都
港
区
港
南
二
丁
目
一
五
番
一
号
品
川
イ
ン

タ
ー
シ
テ
ィ
Ａ
棟
二
八
階

株
式
会
社
吉
村
総
合
計
画
鑑
定

代
表
取
締
役

吉
村

真
行

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
産
の
流
動
化
に
関
す
る
法
律
第
百
九
条
に

基
づ
き
、
優
先
資
本
金
の
額
を
金
五
億
円
減
少
す
る
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の

と
お
り
で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
十
月
十
五
日

掲
載
頁

五
十
五
頁
（
号
外
第
二
二
九
号
）

令
和
八
年
九
月
十
七
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
四
番
一
号
東
京

共
同
会
計
事
務
所
内

日
光
２
特
定
目
的
会
社

取
締
役

北
川

久
芳

訂
正
公
告

令
和
八
年
九
月
十
四
日
掲
載
の
吸
収
分
割
公
告
中
、「
訪

問
介
護
事
業
」
と
あ
る
は
「
訪
問
看
護
事
業
」
の
誤
り
に

つ
き
訂
正
し
ま
す
。

令
和
八
年
九
月
十
七
日

北
海
道
札
幌
市
豊
平
区
美
園
四
条
六
丁
目
一

二

五
ビ
ュ
ー
ハ
イ
ム
四
六

七
〇
三
号
室

（
甲
）
株
式
会
社
Ｃ

ｚ

ｃ
ｒ
ｅ
ｗ

Ｐ
ｌ

ｕ
ｓ

代
表
取
締
役

篠
原

優
子

北
海
道
釧
路
市
共
栄
大
通
一
丁
目
三
番
九
号

（
乙
）
合
同
会
社
Ｃ

ｚ

ｃ
ｒ
ｅ
ｗ

代
表
社
員

篠
原

大
輔

訂
正
公
告

令
和
八
年
七
月
二
十
四
日
掲
載
の
日
本
製
紙
八
代
サ

ポ
ー
ト
株
式
会
社
と
の
合
併
公
告
及
び
合
併
に
つ
き
株
券

等
提
出
公
告
中
、
株
券
提
出
日
「
令
和
八
年
十
月
一
日
」

を
「
令
和
九
年
十
月
一
日
」に
変
更
の
た
め
訂
正
し
ま
す
。

令
和
八
年
九
月
十
七
日

熊
本
県
八
代
市
日
置
町
六
三
三
番
地

日
本
製
紙
八
代
紙
工
株
式
会
社

代
表
取
締
役

池
内

亨

取
消
公
告

令
和
八
年
八
月
二
十
七
日
掲
載
の
左
記
会
社
に
係
る
吸

収
分
割
公
告
は
取
消
し
ま
す
。

令
和
八
年
九
月
十
七
日

東
京
都
港
区
三
田
一
丁
目
四
番
二
八
号

（
甲
）
株
式
会
社
ｌ
ｕ
ｘ
ｓ
ｃ
ａ
ｐ
ｅ

代
表
取
締
役
社
長

貴
司

東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町
一
丁
目
一
六
番
地

（
乙
）
三
京
石
油
化
学
株
式
会
社

代
表
取
締
役

二
川

良
介

令
和
六
年
九
月
二
十
四
日
総
務
省
告
示
第
二
百
六
十
四

号
（
特
別
と
ん
譲
与
税
法
施
行
規
則
第
二
条
の
規
定
に
よ

る
令
和
六
年
度
分
の
特
別
と
ん
譲
与
税
の
額
の
算
定
に
用

い
る
開
港
所
在
市
町
村
ご
と
の
率
を
定
め
る
件
）

令
和
七
年
九
月
十
二
日
総
務
省
告
示
第
三
百
十
七
号

（
特
別
と
ん
譲
与
税
法
施
行
規
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
る

令
和
七
年
度
分
の
特
別
と
ん
譲
与
税
の
額
の
算
定
に
用
い

る
開
港
所
在
市
町
村
ご
と
の
率
を
定
め
る
件
）


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